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は じ め に 

 

農業を取り巻く情勢は、人口減少・少子高齢化の一層の進行、異常気象・家畜伝染病など災

害リスクの高まり、スマート農業やＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）による成長産

業化への対応など、日々大きく変化しています。更には、ウクライナ情勢等の影響による燃油

や農業生産資材の高騰が続いており、増大する生産コストの価格転嫁が難しい産業である農業

にとって大変厳しい状況にあります。 

これらの国内外の情勢に対応すべく、本県では、令和３年に「滋賀県農業・水産業基本計画」

を策定し、農業の担い手の確保・育成や持続可能な農業の実現に向けて「新規農業者の確保育

成」、「大規模経営体の経営発展・経営継承」、「集落営農組織の人材確保・育成」、「麦・

大豆の本作化の推進」、『「きらみずき」「みおしずく」のブランド化』『「近江の茶」の新

たな健康ブランド化』など重点施策として取組を進めています。 

 このような背景を踏まえ甲賀農業普及指導センターでは、甲賀の特徴を生かしつつ地域農業

の持続的な振興を図るため、さらなる農業生産の維持拡大や農業所得の安定確保とともに農業

・農村の活性化に向けて普及指導活動に取り組みました。 

普及指導活動の実施にあたっては、『担い手の育成と経営力の強化』、『産地の育成と販売

力の強化』、『持続可能で魅力ある農業・農村の振興』を３本柱に、令和３年度に策定した「普

及指導基本計画（計画期間：令和３～７年度）」に基づき、各普及指導員が対象や方法、目標

等を明示した年度別計画を作成し、その目標達成に向けて日々の活動を展開しています。 

本書は、令和５年度に取り組んだ普及指導活動について、そのねらい、活動内容およびその

成果を課題別に取りまとめたものです。普及指導員の活動の状況をご承知いただき、今後の地

域農業の振興を図るうえでの参考にしていただければ幸いです。 

最後に、活動にご協力いただきました農業者や関係機関・団体の皆様に厚くお礼申し上げま

すとともに、甲賀地域の農業振興のため、今後とも普及指導活動に対しましてご支援ご協力を

お願い申し上げます。 

 

 

令和６年３月 

 

                                              甲賀農業農村振興事務所 農産普及課 

                                                        課長  河 村 久 紀 
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 令和 5 年度普及活動の概要 

 
「滋賀県協同農業普及事業の実施に関する方針」（令和 3 年 3 月策定）に基づき、甲賀

地域の現状や将来予測を踏まえた担い手の構造と生産状況の将来像を描く「甲賀地域普及
指導基本計画(令和 3～7年度)」を策定しています。 
本年度は、本計画の 3 年目として普及活動に取り組みました。重要課題については個別

計画（21 計画うち 18 計画が新規計画）を作成し、個々の計画や地域重点プロジェクト活
動の計画的な推進と目標達成を目指し、普及活動を展開しました。 
 

１．｢担い手の育成と競争力の強化｣に関する支援 
（1）スマート農業等の革新技術の導入などによる経営発展に向けた取組への支援 
 農業経営の高度化が期待される経営体について、「先進的農業者等革新支援事業」等を
活用し農業経営の状況把握を行うとともに、個別支援活動を通じて経営改善に向けた技術
・経営指導を行いました。また、6次産業化等に取り組む経営者に対して、課題に応じた専
門家である農産漁村発イノベーションプランナーの助言を得ながら、計画の実現に向けた
支援を行いました。 
スマート農業の推進では、複数の施設トマト生産者を対象に、クラウド共有が可能な温

湿度センサーを導入し、収益の向上を阻害する要因を抽出するなど、データを活用した経
営改善について支援しました。 
また、経営開始まもない専業的花き生産者については、基本技術実践について重点的に

支援を実施し、経営の安定化を促進しました。  
（2）稲麦大豆や飼料作物、露地野菜など土地利用型作物による水田作経営の強化支援 
水稲・麦・大豆の収益性向上や、飼料作物および露地野菜などの導入を推進し、水田作

経営の強化を図りました。 
特に、加工用タマネギによる複合経営に取り組む経営体に対して、本年産は、病害虫・

雑草防除の薬剤選定や適期防除を実践し、次年産にむけて、早期の排水対策の実施や早植
え栽培の導入により適期定植につながる支援を行いました。 
（3）新規就農者の定着に向けた支援 
新規就農相談は 14 人・延べ 25 回行い、内 1 名が滋賀県農業大学校就農科への就学を希

望され、令和 6年度に 1名が就農を目指されました（令和 5年 12 月 6 日現在）。 
また、就農 5 年目までの認定新規就農者等（青年等就農資金等の活用者、農業大学校就

農科修了生等）19 名に対して、農場の巡回、相談活動や簿記研修を行い、栽培技術や経営
指導を行いました。なかでも、就農直後の 3 名については、重点的に指導を行うなど経営
の早期安定を図りました。 
 

２．｢産地の育成と販売力の強化｣に関する支援 
（1）需要に対応した米麦大豆の産地強化に向けた支援 
小麦では、新品種「びわほなみ」への品種転換に向けた取組として、試作ほや集合研修

の場面を活用し、品種特性に応じた適期播種や新たな施肥体系（後期重点施肥）へ実践を
誘導し栽培管理の定着を促進しました。 
また、水稲栽培では、担い手や集落営農組織を対象とした集合研修、現地指導を行うな

ど、基本技術の徹底を推進するとともに気象変動に応じた適期作業の実践を支援しました。 
特に、大豆栽培については種子大豆生産者を対象に、きめ細やかな排水対策の実践、病

害虫防除および難防除雑草対策について伴走支援し、収量向上を図りました。 
（2）野菜、果樹、花き、茶などの多様な産地の育成支援 
野菜は、加工業務用キャベツ、タマネギの安定生産や地域野菜ブランドである忍シリー

ズ（白ネギ、ニンジン、タマネギなど）について面積拡大や収量向上を支援しました。 
特に、忍葱生産者に向けた取組では、既存の防除体系の見直しにより軟腐病や白絹病な
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どの深刻な病害を軽減し、連作障害を抱える生産者に向けて緑肥栽培を導入するなど耕種
的防除を推進し、グリーンな栽培体系への転換を促進しました。 
また、イチゴでは、既存農家の栽培が盛んで、一部の直売所では供給が飽和する恐れが

あることから、新規就農者を中心に量販店への出荷を視野においた栽培を推進しました。
新たな取組としては、イチゴ新品種「みおしずく」の栽培を支援し、量販店への出荷を開
始したところ消費者からは好評な声をいただきました。 
果樹では、新たな品目（ブドウ、ナシ）の産地化を図るため、新規栽培者の確保と育成

を進めました。早期成園化軽労技術の導入や技術研修会の開催、個別相談を実施すること
により、令和 5年度までにブドウでは 19 戸（111a）、ナシでは 13 戸（86a）まで栽培が拡
大しました。また、産地の安定的な継続発展を目指して甲賀地域ぶどう栽培研究会および
なし栽培研究会に対して栽培技術研修や、安定販売のために農協直売所や量販店など複数
の出荷先の確保と共販体制の着実な実施について支援しました。 
花きでは、短茎小ギク、加工用中輪ギクの生産拡大のほか、リンドウ、枝物などの新規

作付けの推進を図りました。特に、枝物のひとつであるユーカリについては産地化を目指
して、地域にあった品種の選定や市場との出荷規格等調整を図りながら、研修会や現地説
明会を開催し、新規栽培者の育成確保と技術支援を行いました。 
茶については、昨年度にブランディングされた土山茶「土山一晩ほうじ」について、香

りに優れほうじ茶の生産に向けた萎凋技術の技術習得を進めるとともに、生産者を主とし
た PR 活動が実施されるなど土山茶のブランド力強化につながりました。また、朝宮茶では
有機 JAS 認証の取組拡大を支援しブランド力強化を支援しました。 
（3）環境こだわりの生産や GAP の取組等安全安心な農産物生産への支援 
環境こだわり農産物の生産に取り組む農業者に対して技術支援を行いました。特に、水

稲新品種「きらみずき」の栽培では、「化学肥料や殺虫・殺菌剤を使用しない栽培」また
は「オーガニック栽培」が栽培条件となっていることから、栽培管理の支援を実施したと
ころ、実証ほ収量は目標を上回る 10a あたり 510 ㎏を確保しました。 
 

３．｢持続可能で魅力ある農業・農村の振興｣に関する支援 
（1）集落機能を維持するための話し合いの取組支援や実践活動など担い手を支える集落の
仕組みづくりへの支援 
 地域計画の策定推進について、市を中心とする活動体制の構築が図られました。また、
中山間地域において新たに規模拡大を図る担い手への技術支援を実施するとともに、担い
手を支える地域住民の活動を視野においた地域計画の策定について支援しました。  
（2）地域資源を生かした魅力ある地域農業の振興に向けた支援 
農福連携に取り組む就労支援 B 型事業所の指導員を対象に、ナシ栽培の技術習得を支援

しました。特に、指導員が障がい者の方に向けた指導を円滑に実践するための栽培管理マ
ニュアルの作成支援を行いました。 
（3）野生獣による農作物被害軽減に向けた集落ぐるみの取組への支援 
管内の獣害による農作物被害は、令和 4年度の被害面積は約 25ha、被害額は約 1,082 万

円とピーク時の 1 割以下にまで大きく減少しているものの、引き続き中型獣を中心に農作
物被害が発生しています。そのため一層の被害防止を進めるため、被害集落を対象に集落
単位での被害防止計画の作成や人材育成を支援し、住民主体による獣害対策の取組に重点
をおいた活動を行いました。本年度は、集落獣害環境点検を新たに 4集落で実施しました。 
（4）農業排水対策等、周辺環境に配慮した農業者等の取組への支援 
農業排水対策では、情報紙による浅水代かきや止水等の啓発に加え、代かき・田植え時

期に啓発パトロールや農業排水調査を延べ 14 日間実施しました。また、農業系マイクロプ
ラスチックの河川への流出防止を含む広報啓発活動を実施しました。 
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◎対象者の意見 

植物の状態を見て日射量が足りているか見極められるようになった。直挿しでは灌水

管理の重要性が分かり、直挿し後の活着率が良くなったのを実感している。（H.K 氏） 

 

キク栽培の計画的な作業実践と育苗技術の向上による 

新規花き専業農家の経営安定 

対象者 甲賀市甲南町 H.K 氏 

【普及活動のねらい】 

 対象は令和 4 年 3 月に認定新規就農者として就農され、施設輪ギク（450 ㎡）と露地小

ギク等（2,200 ㎡）の栽培を開始されました。輪ギクは令和 4 年度の目標単収 25,200 本を

達成されたものの、盆と年末出荷の作型それぞれで秀品率が 15％、32.4％と低く、規格外

での出荷が多くなりました。原因は栽培経験が浅く作業適期を逃したこと、高温期の育苗

管理に失敗し苗質が揃わなかったことが挙げられました。また、小ギクは作業が後回しと

なったことと育苗管理での失敗により、目標単収の 1 割程度にとどまりました。これらの

結果、令和 4 年度の販売金額は目標に届きませんでした。  

就農 2 年目となる令和 5 年には施設を増棟し彼岸出荷の作型も加わるため、作型ごとの

作業適期を逃さず安定した収量と品質を確保することが求められます。今後地域の花き生

産のリーダーとなることも期待されることから、就農計画目標の達成と経営安定を目指し

支援を行いました。 

【普及活動の内容】 

 作型に合わせた作業時期のイメージを持っても

らうため、作業計画の作成を提案し、ほ場巡回と併

せてスケジュールの提示や先輩専業農家との相談

機会を設け、計画的な作業の実践に向けた働きか

けを行いました。また、輪ギクでは直挿し後の遮

光・灌水管理について、小ギクでは日射環境を考慮

した育苗環境の見直しと灌水調節について指導

し、対象に改善効果を実感してもらうことで育苗

管理技術の向上と定着を図りました。 

【普及活動の成果】 

 輪ギクは、計画を意識して適期実施が重要な直挿し、消灯、B ナイン処理等の作業を進め

た結果、盆出荷の作型で目標収量の 9 割を達成、秀品率も 15％から 76％へ大幅に向上しま

した。育苗管理では、盆の作型の反省点を彼岸と年末の作型で改善したことで苗の活着率

が向上し、対象自身もその効果を実感されました。また、小ギクの育苗管理については日

射環境の大切さを理解され、灌水管理も自ら調節できるようになりました。計画的な作業

の実践についてはまだ改善すべき点もあることから、今年の反省点を対象と振り返り来年

作の改善につなげていけるよう支援していきます。 

 
 
 

輪ギクの作業をする対象 
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◎対象者の意見 

防除は農薬費以上に人件費面で課題と感じている。提案いただいた天敵生物を活用し

た防除に取り組むので指導をお願いしたい。（生産者 T.K 氏） 

 

数値に基づいたトマト経営の実践による収益改善項目の検討

対象者 施設トマト生産者 

【普及活動のねらい】 

 施設トマトは、管内で 17 戸、延べ 2.2ha の栽培があり、管内の施設園芸における主力品

目です。主力生産者の多くが加温栽培や周年栽培等に取り組んでおり、燃油・肥料価格の

高騰や病害虫のまん延による減収や品質低下により、収益性低下に悩んでおられました。 

そこで、中核的な生産者 5 戸について、栽培管理、労務管理、経費の分析を、生産者と

ともに行うことで、各生産者の収益性改善項目を抽出し、経営改善につなげることを目標

に支援に取り組みました。 

 

【普及活動の内容】 

 栽培管理については、数値で栽培状況を把握す

るため、生育状況を定期的に、生産者とともに測

定し、現在の生育状況を過去の生育と比較して、

栽培管理が適切に実施できているか確認しまし

た。 

労務管理や経費については、聞き取りや決算書

の分析により改善項目の抽出に取り組みました。

さらに、研修会において、生育の経過や、直売所

の販売状況、市況の推移を共有し意見交換するこ

とで、個々の改善項目の抽出に向けた意識付けの

機会を設けました。 

 

【普及活動の成果】 

 5戸の生産者とも高騰する肥料価格や燃油価格

が収益性低下の大きな課題ですが、燃油使用時期

の見直し（作型変更）を図るよりも前に、栽培管

理面で収益性改善が可能な項目が把握できまし

た。具体的には、4 戸の生産者で、コナジラミ、灰色かび病、葉かび病が特に問題となって

おり、発生抑制や防除の省力化が課題と分かりました。また 1 戸は、ホルモン処理や肥培

管理が生理落花につながっており、栽培管理の改善が課題と分かりました。 

今後は、後作も含めた年間を通じての病害虫防除体制の見直し、自主的な生育診断によ

る肥培管理の改善など、生産者による収益性改善の取り組みを支援します。 

生産者と数値で栽培状況を把握 

トマト栽培研修会の様子 
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◎対象者の意見 

 ようやく大きなタマネギが収穫できて、満足している。今後は、青果用のほどよい大

きさのタマネギが安定して収穫できるよう技術を向上させていきたい。（生産者 O 氏） 

加工業務用タマネギ栽培大規模生産者の収量向上 

対象者 大規模タマネギ生産者 

【普及活動のねらい】 

甲賀地域の加工業務用タマネギの産地強化を図るため、令和 2 年度までの活動において、

加工業務用タマネギの目標収量である 10a あたり 4t 以上を生産できるモデル農家を 2 戸

育成しました。令和 3 年度からは、産地の収穫量を底上げするため、総作付面積約 8ha の

約 6 割を占める 30a 以上の農家を対象に、目標収量を実現するうえで課題となるべと病対

策として、治療効果のある殺菌剤を中心とした予防防除・早期防除の実践、早植え栽培や

直は栽培などの適期定植の実施について継続的に支援しました。 

 

【普及活動の内容】 

 令和 5 年産タマネギは、2 月下旬からの高温や、早くか

らべと病の発生が見られたことから、情報誌の配付や現地

巡回を行い、今まで実施されていなかった春先からの治療

効果のある殺菌剤の予防散布を根気よく何度も提案しま

した。また、前年度には保存中の腐敗が課題になったこと

から、収穫前に灰色腐敗病や軟腐病などに効果のある殺菌

剤を散布するよう提案しました。 

直は栽培を実施した生産者については、収穫が適期に実

施されるよう、収穫時期の判断を支援しました。 

 
【普及活動の成果】 

令和 5 年産タマネギについては、予防防除や早期防除の必要性を理解し防除の意欲が高

まったことで積極的に防除が実施されました。予防散布や治療効果のある薬剤のローテー

ション散布を実施されたことで、べと病の発生・拡大による収穫量減少を抑制することが

でき、対象者の平均収量が 10a あたり 5t 以上となり、対象者 7 名のうち 5 名が目標収量を

得ることができました。また、地域の中核的な生産者が収穫量を伸ばしたことや、腐敗対

策により廃棄が減少したことで、加工業務用タマネギの出荷量も当初の予想を上回る結果

となりました。 

今後は現地巡回と情報誌の配付を継続し、べと病やアザミウマ類などの対策を啓発する

とともに、近年の夏場の高温条件下で、生育が不安定になりがちな育苗の支援を実施して

いきます。 

収穫調査の様子 
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新規就農者の経営安定に向けた支援 

対象者 管内新規就農者 

 

管内では、平成 31 年度から令和 5 年度までの 5 年間で 19 名が新規に就農されました。 

各市で青年等就農計画の認定を受けた認定新規就農者に対しては、就農計画の目標が達

成できるように、関係機関と連携しながら栽培技術や経営管理への支援を行っています。 

今年度は、就農 1 年目の認定新規就農者を対象に、個別に普及指導計画に位置付けて重

点的に支援するとともに、就農 5 年目までは、個別支援と集合研修を組み合わせ、経営が

安定するように支援しました。 

 

〇就農 1 年目の新規就農者 7 名 ～農業経営の円滑なスタートに向けた支援～ 

青年等就農計画に基づき、それぞれの目標が達成できるよう、各技術専門が担当となり、

以下の活動内容で個別に支援しました。 

・生育に応じた栽培管理 

・観察に基づいた病害虫の診断と管理  

・適正な労働配分や作業、技術の改善助言 

・研修会等による仲間づくりや相談相手の紹介 

経営品目は、施設野菜 4 名、露地野菜 1 名、果

樹 2 名で、栽培技術の習得による目標収量確保を

共通課題とし、さらに就農者それぞれの品目や状

況に応じた課題を設定しました。 

また、栽培のポイントとなる時期に適切な方法で栽培管理ができているかを定期的に振

り返りながら、栽培技術が定着するよう支援しました。 

 

〇就農 5 年目までの新規就農者 ～早期経営安定に向けた支援～ 

就農計画の達成状況を振り返りながら、農業者自らが行う経営改善の取組を、以下の活

動内容で支援しました。 

・ 巡回による栽培管理技術習得 

・ 経営管理能力向上に向けた集合研修 

・ サポートチームによる就農計画達成状況確認

と収支改善に向けた意見交換 

・ 青年農業者クラブへの加入誘導とプロジェク

ト活動に対する指導 

認定新規就農者が早期に経営安定するために

は、栽培技術の習得・向上だけでなく、決算書に基づいて経営の分析が行えるよう経営能

力も養う必要があります。そこで、実践的な複式簿記を習慣づけるため、毎月、簿記研修

会を開催し、12 月までに延べ 19 名の参加がありました。今後も、栽培技術の習得、経営力

の向上、先輩農家との顔つなぎなど、経営安定に繋がる支援を行っていきます。 

新規就農者への栽培指導    

複式簿記の集合研修 
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◎対象者の意見 

研修会等を通じて、「びわほなみ」栽培技術について生産者に周知できた。引き続き、

技術支援をお願いしたい。（JA こうか担当者 N 氏） 

氏） 

小麦新品種「びわほなみ」の普及拡大に向けた取組 

対象者 管内小麦生産者群 

【普及活動のねらい】 

 甲賀管内では、令和 5 年秋播種から、主要作付品種である「農林 61 号」や「ファイバー

スノウ」から「びわほなみ」へ品種転換が行われます。この品種の栽培のポイントは、秋

播性が低く、早播きすると凍霜害の心配があるため播種時期を遅らせることと、赤かび病

に感染するリスクが高いため、2 回の適期防除が必要です。また、穂肥の施用を茎立期（2

月上中旬）に行うことで、増収が期待できます。 

以上のポイントをふまえ、安定的な品質・収量を確保するためには、従来の栽培方法と

異なる「びわほなみ」の品種特性に合わせた栽培管理が必要であり、その実践に向けた支

援を行いました。 

 

【普及活動の内容】 

研修会等の開催や情報提供による技術支援 

 5 月に、びわほなみ試作ほ場 3 か所で、収穫

前に現地研修会を開催し、成熟期の草姿や品種

の特徴について説明を行いました。10 月には、

この秋播種からの本格的栽培を前に、栽培のポ

イントや注意点について栽培研修会を開催し

ました。 

 また、栽培暦を作成し、びわほなみ栽培生産

者に配布し、作付体系の理解を促しました。 

増収に向けた実証ほの設置 

 大規模農業法人と集落営農法人のほ場に、茎

立期の穂肥による増収効果を目的とした実証

ほを設置しました。2 月には、この実証ほで穂

肥の現地研修会を開催し、増収に向けた茎立期

の穂肥の実施を促しました。 

 
【普及活動の成果】 

 研修会の開催や栽培暦の配布を行った結果、

従来の 10 月下旬播種から 11 月上中旬播種への播種時期の変更や、増収に向けた茎立期の

穂肥の実施など、品種特性に合わせた栽培管理が実施されました。引き続き、赤かび病の

2 回の防除や適期収穫に向けて支援を行っていきます。 

 

現地研修会風景 

播種風景（実証ほの設置） 
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◎対象者の意見 

 昨年は雑草の抜き取りがとても大変だったため、中耕除草や除草剤でしっかり防除で

きてよかった。（農事組合法人 U 組合長） 

種子大豆「フクユタカ」の収量向上を目指して 

対象者 甲賀市水口町 農事組合法人 U 

【普及活動のねらい】 

農事組合法人 U では、種子用大豆「フクユタカ」の栽培に取り組まれています。しかし、

たびたび播種期に降雨に見舞われ、播種作業の遅れや湿害により、初期生育が十分確保で

きていませんでした。また、その後の管理も

雑草の発生状況や大豆の生育状況に応じた

作業が適期に実施されておらず、低収量と

なっていました。 

 そこで今年度は種子大豆の安定した生産

に向けて、排水対策技術の向上と適期作業

の実践について支援を行いました。 

 

【普及活動の内容】 

初期生育の確保に向けた排水対策と適期播種実施に向けた支援 

 大豆の播種前に生産者とほ場を巡回して滞水状況を確認し、既存の明渠の修繕や新たな

明渠の施工を行いました。また、適期播種に向けて、播種計画の作成や、降雨による播種

遅れの対策として種子量増量の提案を行いました。 

生育状況に合わせた雑草対策、病害虫防除の実施に向けた支援 

大豆の雑草対策について、雑草の種類や発生状況に合

わせて防除されるよう、ほ場の発生状況を生産者と確認

し、除草剤に関する情報提供を行いました。 

 病害虫の防除については、ザルビオによる情報を活用

しながら、生産者とほ場を巡回し、防除の回数や使用する

農薬について検討を行いました。 

 

【普及活動の成果】 

6 月下旬からの長雨により播種適期には至らなかったものの、播種量の増量や排水対策

を徹底したことで、梅雨明け後速やかに播種に取り掛かることができ、初期生育が確保で

きました。また、こまめなほ場巡回と、雑草の発生状況や大豆の生育状況にあわせた適期

作業を実施されました。 

以上の活動の結果、十分な生育量が確保され、病害虫の被害もなく、収量は 10a あた

り 124 ㎏となり、過去 3 年間の平均単収 104 ㎏に比べ、大きく増収し契約収量を確保でき

ました。 

 引き続き、排水対策や適期作業の実践が定着するよう支援を行っていきます。 

 

 

  

生産者との現地確認 
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◎対象者の意見 

SNS による情報発信など今までにない取り組みをしていただきありがたい。今後も指

導をお願いします。（生産者 H.T 氏） 

 

白ネギ防除体系の見直しによる収量向上 

対象者 忍葱生産者 

【普及活動のねらい】 

 白ネギは高収益作物として管内で推進している作物であり、キャベツ、タマネギに次ぐ

栽培規模となっています。令和 5 年には 32 戸、5.1ha で栽培され、特定の規格を満たした

ネギは「忍葱」のブランド名で販売されています。 

 白ネギは栽培期間が長く、生産者の管理技術の差が出やすい品目であり、10a あたり

2,000kg を超える生産者がいる一方で、10a あたり 1,000kg を下回る生産者や出荷に至らな

い生産者もいます。単収低下の主な原因は、白絹病等の病害虫被害と、適期に除草対策が

実施できていないことでした。そこで、防除体系の見直しによる収量・品質の高位平準化

を目指して支援を行いました。 

 

【普及活動の内容】 

 JA と連携して 5 回の研修会を実施し、適期作業を励

行するとともに、新たに SNS グループを立ち上げ 15 回

の早期情報発信を行いました。また、生産者ごとに作

業の手の空いている時期を見計らい、個別の生産者の

都合（他の作物の繁忙期）を意識しながら、繁忙期に入

る直前に次の作業の啓発を行いました。白ネギの生理

生態を説明した上で、出荷開始までに白ネギの軟白部

長が規格の長さまで生長できるよう逆算し管理作業の

指導・啓発を行いました。 

さらに、次年度、水稲跡ほ場で白ネギを栽培する意

向のある生産者には、土づくりと雑草対策を兼ねて緑

肥作物の活用を提案しました。 

 

【普及活動の成果】 

 今年度は、早期梅雨入り、干ばつ、酷暑と白ネギ栽

培にとって栽培が非常に難しい気象条件でしたが、啓発に従って防除の改善に取り組んだ

生産者では、白絹病等による被害株率を低く抑えることができました。また、雑草対策も

意識的に取り組まれた生産者も多く、年内に出荷規格となる 25 ㎝以上の軟白部長を実現し

た生産者が令和 4 年比で 30％増加しました。更に、令和 6 年産の白ネギ栽培に向け、11 戸

が緑肥作物を活用した土づくりに取り組まれました。白ネギ栽培の生産振興により土地利

用型経営体の収益性改善につなげられるよう、今後も支援を継続していきます。 

 

忍葱栽培研修会の様子 

研修会と併せてＰＲ写真を撮影 
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ユーカリ産地の育成 

対象者 ユーカリ生産者 

【普及活動のねらい】 

 中山間地域の多い甲賀では、水利条件の悪い水田や不整形水田等の条件不利地の有効活

用品目に近年グリーン花材として需要のあるユーカリを選定し、関係機関に働きかけ令和

元年から推進を行ってきました。令和 4 年までの活動で新規栽培者を含めた栽培面積は

255a まで拡大しています。推進 5 年目となる令和 5 年は、目標とする産地規模 3ha に向け

た更なる面積拡大と樹が大きくなる中で課題となってきた樹形管理方法の改善をねらいと

して活動しました。 

【普及活動の内容】 

栽培希望者の開拓および新規栽培者への技術指導 

栽培希望者の開拓を目的に甲賀地域農業センタ

ーと連携して花き栽培研修会を開催しユーカリの

紹介を行いました。JA、市の広報誌にも研修会案内

を掲載してできるだけ広く周知し、当日は具体的な

栽培イメージを描けるよう座学と現地視察を組み

合わせた内容としました。新規栽培者への技術指導

では、今年は特に 7 月、8 月が高温少雨となったた

め、巡回活動を通して定植時期や定植後の灌水管理

に注意を呼びかけました。 

樹形管理技術の向上支援 

 昨年の調査研究をもとに、株の樹勢を整えることを目的として生育期間中に主枝を切り

戻す弱剪定の周知と実践への誘導を行いました。弱剪定について 5 月の研修会で紹介し、

興味を示した生産者数名で個別に実践支援を行い、10 月の出荷研修会で現地研修として皆

でその効果を確認しました。 

【普及活動の成果】 

 花き栽培研修会には 13 名の参加があり、うち 2 名がユーカリ栽培に取り組むこととなり

ました。令和 5 年の新規栽培者では、厳しい気象条件下で管理に苦労するところがあった

ものの、全生産者が苗の定植を終え、灌水管理にも注意して取り組んでもらえました。う

ち 1 名は試験出荷にもこぎつけ、規模拡大にも意欲を示されています。樹形管理技術につ

いては、春の研修会で弱剪定を紹介した後、自主的に行ったところも含め約 4 名が取り組

み、うち実践支援を行った 2 名でその必要性を理解され、来年も取り組む意向を示されま

した。来年は引き続き面積拡大と新規栽培者の技術向上に取り組むとともに、現場で新た

に生じた課題に応じ、弱剪定等技術の更なる確立に向け活動していきます。 

◎対象者の意見 

引き続き樹形管理技術の確立をお願いしたい。生産拡大については、市場動向を踏ま

え、他品目とも組み合わせ産地づくりを目指すことが望ましいと感じている。 

（JA 担当者） 

花き栽培研修会参加者へのユーカリ推進 
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◎対象者の意見 

 新たな販路として量販店ができたのは販売への心配が減り、とても助かっている。果

実の着色不良についても、昨年よりも高い秀品率を記録した。次年度以降も引き続き支

援をお願いしたい。（甲賀地域ぶどう栽培研究会 N 氏） 

ブドウの産地形成にかかる 

個選共販体制の整備と出荷規格に応じた生産の実践 

対象者 甲賀地域ぶどう栽培研究会 

【普及活動のねらい】 

 甲賀地域ぶどう栽培研究会は平成 27 年に設立され、現在では 19 戸の農家が参画してい

ます。生産されたブドウの多くは直売所に出荷されており、まだ未成園の農家も多いこと

から、直売所への出荷の増加が見込まれ、農家からも今後の売り先への不安が挙がってい

ました。このため、昨年度から地元量販店への出荷に取り組みましたが、昨年度は量販店

への出荷農家は 6 戸にとどまりました。また、現在管内で問題となっている着色不良が原

因で計画よりも出荷量が少なくなっている農家もいました。そこで当センターでは、量販

店出荷を推進するとともに、着色不良の改善に向けた栽培管理技術の習得支援を行いまし

た。 

【普及活動の内容】 

 量販店出荷への呼びかけについては、近年の直売所の販売状況をデータで示し、今後直

売所のブドウ販売がひっ迫してくることを周知することで、量販店への出荷誘導を行いま

した。また、収穫 2 か月前には量販店への出荷意向アンケートを実施し、出荷を希望する

農家の把握を行いました。アンケート結果から、量販店に出荷しない農家については、量

販店出荷の仕組みへの理解が十分でないことが主な要因であることが判明しました。そこ

で、量販店への出荷開始前に JA と連携して説明会を開催し、出荷に対する不安や疑問点を

解消できるよう支援しました。 

 着色不良改善に向けた取組については、研修会で着

色のメカニズムや課題となっている過着果の抑制や

ブドウ棚の光環境の整備、他地域の着色促進技術の紹

介を行いました。研修後には巡回指導を行い、研修会

で紹介した内容について改めて説明しながら、各園地

に合わせた着色向上技術を指導しました。 

【普及活動の成果】 

 上記の活動の結果、今年度の量販店出荷農家は目標 10 戸には届かなかったものの、昨年

度から 2 戸増加の 8 戸で出荷となり、参画した農家には量販店出荷のメリットへの理解も

進み、次年度以降も続けたいとの声も聞かれました。着色向上の取組についても、各農家

が着色向上に向けた管理を励行したことにより、赤系の秀品率が大幅に改善されました。

主要農家 4 戸に対する秀品率の調査では昨年度 72%に対し、今年度は 79％と目標の 80%に

近づき、農家によっては 90%以上の秀品率を達成することができました。 

着色改善の取組について研修会で共有 
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◎対象者の意見 

 側枝が確保できないと果実が取れないため、減収する不安がある。これらの技術を実

施することで安定的に収穫できるようにしたい。（甲賀地域なし栽培研究会員 N 氏） 

 

甲賀地域のナシ産地の拡大に向けた技術支援 

対象者 甲賀地域なし栽培研究会 

【普及活動のねらい】 

当センターは、平成 27 年度から関係機関が連携してナシの栽培者を募り、新たな産地づ

くりを進めてきました。近年では、ナシを基幹作目とする新規就農者が出てくるなど、新

たな動きがみられます。こうした中、栽培面では枝の更新が行われていないため、果実を

着ける側枝の確保が難しくなっていることや、地域全体の生産量が少なく品質をあまり気

にせずとも売り切ることができることから、生産者間で果実の大きさや糖度などの品質に

差が出てきていることが課題となっています。そこで、今年度は、側枝を確保するための

栽培技術の実証と、果実品質の均一化に向けた栽培支援を行いました。 

【普及活動の内容】 

側枝を確保するための栽培技術の実証 

 側枝として活用できる新梢を育成するために、モ

デル農家園で 3 技術(「芽傷処理」、「主枝への腹接

ぎ」、「短果枝への GA 塗布」)を実証しました。また、

研修会での説明やモデル農家園での新梢の伸長状

況の確認を通して、技術共有を行いました。 

果実品質の均一化に向けた栽培支援 

 研修会で目標着果数や果実重を提示し、品質を高

めるための栽培技術を提案しました。また、糖度測

定会を開催し、会員それぞれが果実を持ち寄り、果

実重や糖度の測定、試食を行いました。外観、食味

から品種特性や収穫適期を確認し、目標とする果実

品質を会員間で共有しました。 

【普及活動の成果】 

栽培技術の実証では、3 技術のうち「芽傷処理」と

「短果枝への GA 塗布」の効果が高く、特に側枝の確

保が難しい早生と中生の品種で側枝として活用でき

る新梢が確保できました。果実品質の均一化に向けた栽培支援では、夏季に降水量が少な

かった影響から、昨年度と比較すると小玉傾向となったものの、果実重、糖度とも、おお

むね目標とする果実品質を維持することができました。 

今後は、上記の課題解決に向けた実証、支援を引き続き行っていくとともに、生産量の

拡大に対応するための販売方法の検討や、産地拡大に向けた更なる新規栽培者の確保等の

取組を行います。 

  

糖度測定会の様子 

モデル農家園での新梢の伸長状況の確認 
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◎対象者の意見 

 定植が遅れたものの、年内に収穫でき安心した。共同販売の出荷に向けて、良品を収

穫できるよう引き続き栽培技術を向上させていきたい。（生産者 K 氏） 

イチゴ生産者の栽培技術向上による 

共同・市場出荷体制の整備 

対象者 共同・市場出荷志向イチゴ栽培者 

【普及活動のねらい】 

これまで甲賀地域のイチゴ農家の販売は主に庭先や直売所が中心でしたが、栽培農家の

急増により、更なる販売先の確保が必要となっています。このため、JA が主体となり令和

4年 3月から 3戸の農家で共同出荷が開始されました。 

共同出荷では、JA アンテナショップや市場出荷による地元量販店向けの販路開拓を目指

しており、価格形成のためには安定した量の継続的な出荷が必要となります。このため、

生産者毎に出荷量の差があっても、複数名で出荷することにより出荷量を調整しています

が、養液管理や病害虫の影響により出荷調整が困難になる時期がありました。そこで、安

定して出荷できる体制を整えるため、共同販売出荷農家の栽培技術を高める支援を実施し

ました。 

また、「みおしずく」が甲賀地域でも令和 5年度より栽培が開始されていることから、初

めての栽培にあたり、高品質安定生産のための栽培管理やブランド化の確立に向けて JA こ

うかと共に出荷体制の検討を支援しました。 

【普及活動の内容】 

いちご栽培管理の実践と技術向上 

 前作で課題のあった生産者や新たに共同販売に

参画した 3名の新規就農者を対象に、育苗から本ぽ

までの栽培管理について、開花期以降の養液管理や

秋冬時期の温湿度管理、栽培期間中に発生したうど

んこ病や炭そ病、ハダニの防除について技術支援を

実施しました。 

「みおしずく」の栽培支援 

 「みおしずく」栽培者を対象に、高品質・安定多収のための養液管理や温湿度管理など

の栽培管理を支援するとともに、県統一の規格に沿った選別やパッケージの実践について

JA と共に出荷体制や出荷量の検討を行いました。 

【普及活動の成果】 

研修会や現地指導によって栽培管理を支援し、10 名のうち 7名が 9月の定植までに必要

苗数を確保することができ、8名が予定通り年内に収穫できる見通しとなりました。 

「みおしずく」の栽培支援では、要素欠乏による生育の停滞はなく、目標苗数を確保す

ることができました。また、栽培に興味のある生産者に働きかけを行い、令和 6 年度には

生産者が 5名増える見通しです。 

共同販売説明会で今後の管理の説明 
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◎対象者の意見 

一晩萎凋させた茶葉は水分が少ないので、いつもの製茶と異なり、製茶機械の調整が

難しかった。萎凋香なのか、葉傷み臭なのか、不慣れで分からないことが多く、製茶指

導をしてもらえ、初めてでも安心して取り組めた。（新規取組農家 T 氏） 

土山茶ブランド力強化のための「土山一晩ほうじ」の生産拡大 

対象者 「土山一晩ほうじ」取組農家 

【普及活動のねらい】 

甲賀市土山町は、「近江の茶」の 7 割以上を占める県下最大の茶産地ですが、全国的に

見ると生産量は少なく、土山茶の知名度は低い状況にあります。このため、ブランド力の

強化を図るべく、滋賀県茶業会議所ブランディング部会や甲賀市、JA こうか、土山町茶農

家、茶販売業者が協力し、花のような香りと焙煎香を兼ね備えた新ジャンルの茶種「土山

一晩ほうじ」を開発し、令和 4年 9月 1日から販売を開始しました。 

当センターでは、「土山一晩ほうじ」原料茶の安定生産と生産拡大を推進するため、花

香を引き立てるための萎凋技術の習得と、生産販売体制強化の活動を支援しました。 

 

【普及活動の内容】 

「土山一晩ほうじ」の生産拡大に向けた萎凋技術の習得支援 

取組農家の萎凋技術の向上を図るため、原料茶の求評会と萎

凋技術の研修会を開催しました。また、萎凋茶の製造経験が乏し

い取組農家には製造指導を行いました。同時に、萎凋技術の高位

平準化を図るため、取組農家に製造工程の記録を促し、萎凋茶生

産マニュアルとして取りまとめました。 

「土山一晩ほうじ」の生産販売体制の活動支援 

生産販売体制を強化するため、取組農家と販売業者の間

で意見交換を実施しました。また、販売促進を図るため、

11 月には新名神土山サービスエリアで消費者向けの PR 活

動を実施し、当センターはこれらの活動を支援しました。 

 
【普及活動の成果】 

萎凋技術の習得支援では、求評会や研修会、巡回指導に

よって、取組農家の技術向上が図れ、製造経験が乏しい取

組農家も花香のある原料茶が生産できました。取組農家数

も新たに 2戸が加わって 10 戸となりました。また、生産販 

売体制の活動では、意見交換会で販売方法等について活発な議論が交わされたことで、取

組農家と販売業者の連携が高まりました。PR 活動では消費者の評価も上々で、取組意欲は

さらに高まりました。引き続き、本年度作成した萎凋茶生産マニュアルを活用し、「土山

一晩ほうじ」の安定生産と生産拡大に向けた支援を行います。 

 

 

原料茶の求評会 

土山サービスエリアでの

PR 活動 
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◎対象者の意見 

有機質肥料での肥培管理等、慣れない栽培であったが、納得いく収量結果となった。

次年度も引き続き取り組んでいきたい。（実証ほ生産者 K 氏） 

水稲新品種「きらみずき」の栽培技術習得 

対象者 水稲新品種「きらみずき」栽培者 

【普及活動のねらい】 

 令和 5 年度より、「化学肥料や殺虫・殺菌剤を使用しない栽培」または「オーガニック栽

培」が栽培条件となっている、水稲新品種「きらみずき」の栽培が始められました。 

管内においても今回初めて 3 名（251a）の生産者が有機質肥料での肥培管理や殺虫・殺

菌剤を使用しない栽培について取り組まれたことから、重点的に技術支援を行いました。

あわせて、次年度に向けて、作付けの推進を行いました。 

 

【普及活動の内容】 

「きらみずき」生産者への栽培技術支援 

 「きらみずき」の栽培暦を基本とした実証ほ

を設置し、技術支援を行いました。また、7～10

日ごとに各生産者のほ場を巡回し、生育状況の

提供（画像で生育経過を提示）をするとともに、

生産者とほ場を巡回し、病害虫発生状況の把握

と穂肥施用や収穫の時期についての検討を行

いました。 

収穫後、今年の栽培経過や収量結果から、次年

度の取組について検討しました。 

新品種「きらみずき」の周知・作付けの推進 

 グリーンカルチャー「こうか」（管内向け広報

誌）や小麦、大豆の研修会の際に、「きらみずき」

の特徴や栽培方法について周知しました。 

また、JA こうか特別栽培部の研修会や「きら

みずき」説明会で、次年度の栽培の取組について

誘導を行いました。 

 
【普及活動の成果】 

 これらの活動により、実証ほの収量は、地域の慣行並みの収量である 10a あたり 510kg

と目標収量を達成しました。生産者 3 名については、有機質肥料での肥培管理や殺虫・殺

菌剤を使用しない栽培について理解を図れました。また、10 月に開催した「きらみずき」

説明会では、43 名の生産者の参加がありました。 

 引き続き、「きらみずき」の安定生産栽培に向けた技術支援を行っていきます。 

 
 

現地技術支援風景 

生育状況の提供（抜粋） 
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◎対象者の意見 

新たな担い手を中心とした地域営農の方向性が見いだせてよかった。今後も担い手の

営農活動が円滑に行えるよう、支援をお願いします。（川西中山間地域の会 代表 B氏） 

地域農業の維持を目指した「人・農地プラン」の実践 

対象者 甲賀市土山町黒川川西地域 

【普及活動のねらい】 

平成 24 年より、地域農業の在り方を明確化するため「人・農地プラン」の検討が進めら

れ、現在、甲賀地域の 147 農業集落において 78 地域（うち 2地域は茶）で「人・農地プラ

ン」が策定され、担い手等を中心とした地域農業の将来の青写真が描かれています。 

 このうち、甲賀市土山町黒川川西地区では、令和 3 年度よりプランの検討を進められ、

地域内で営農に意欲を示した新たな担い手を中心に水田を集約する「人・農地プラン」を

策定され、令和 5 年からプランの実現に向けて歩み始められました。当センターでは、こ

のような取組が地域農業の維持に向けた活動モデルとなると考え、取組当初から支援を行

ってきました。 

 

【普及活動の内容】 

「人・農地プラン」策定および実践支援（令和 3～５年） 

川西中山間地域の会が実施した意向把握アンケートについ

て、アンケートの作成や農地集約化への整理、目標地図の作成、

「人・農地プラン」への取りまとめ等について支援を行いまし

た。また、「地域計画」作成に併せた内容の充実化について助言

を行いました。 

担い手に対する営農支援 

新たな担い手に対し、円滑な営農活動が行えるよう、水稲栽

培を中心とした技術指導を行いました。 
 
【普及活動の成果】 

プラン実践の初年度である令和 5年度は、当初の計画よりも新たな担い手への農地集積

が進み、6.4ha の水稲を作付けされました。雑草管理等で課題は残ったものの、地域の代表

からは「従前の管理状況もあり、初年度から栽培し難いなかで頑張ってもらえた。今後に

期待している」との評価でした。 

「人・農地プラン」は「地域計画」として法定化され、改めて農業・農地の将来設計と

して策定することとなりました。これを契機に、他の地域でも改めて地域農業の維持・発

展に向けた取組を検討されることと思います。今後も、このような地域農業の在り方を考

える取組について支援していきます。 

 
 

作成された目標地図 
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◎対象者の意見 

 写真など目で見て分かるものだと実際に栽培指導する時に使いやすい。摘蕾や受粉

など一時に人手が必要な作業で効果的に入ってもらえそうである。(職業指導員 S 氏) 

障がい者に対するナシの栽培管理の指導支援 

対象者 職業指導員 S 氏 

【普及活動のねらい】 

 管内の障がい者の就労を支援している事業所 W では、イチゴ、露地野菜、ナシなどの農

作物を栽培し、職業指導員 S 氏が障がいを持っておられる方(以下、利用者)に対して栽培

指導を行っています。しかし、S 氏はナシ栽培の経験がないため、栽培指導の手法がないこ

とが課題となっていました。 

そこで、職業指導員の技術習得を通して障がい者の農に関する就業機会を拡大すること

を目的とし、職業指導員が利用者へ栽培指導を行う際に活用できる指導資料の作成支援を

行いました。 

 

【普及活動の内容】 

 昨年度、S 氏に対して栽培技術の習得支援を行い、管内果樹農家のほ場見学や巡回指導

を通して、必要な栽培技術を習得されました。今年度は、ナシの本格的な作業が始まる前

の 4 月に S 氏と打ち合わせを行い、昨年度の経験を踏まえ利用者に入ってもらいたいと考

える作業について、利用者がストレスなく作業ができるよう目で見て作業内容が理解でき

る「作業シート」の作成について支援しました。特に、主要な作業ごとに写真を撮影し、

作業シートのパーツとなる写真を収集しました。 

 

【普及活動の成果】 

指導資料の作成支援の結果、「摘蕾」・「受粉」・「摘果」・「摘心」・「誘引」・「収穫」の 6 つ

の作業について、作業工程や使用する道具等の写真を中心とした「作業シート」が作成で

きました。次年度は、今年度作成した資料を S 氏が実際に栽培指導に使用される中で、出

てきた課題等のフィードバックを行います。 

 

指導資料の一例 
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表彰事業受賞の概要 
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表彰内容 令和 5 年度滋賀県農林水産表彰 

表彰名 農林水産功労賞 
甲賀市土山町 立岡 啓（たつおか あきら）さん 
 

立岡さんは、昭和53年に土山町で親元就農され、茶専作

農家として4.9haの茶園を経営されています。 

立岡さんは、持ち前の探求心と行動力で、レール式茶園

管理機の導入や優良品種への転換、肥効調節型肥料の利

用など、新技術を地域に先駆けて積極的に導入され、地域

茶業の技術向上に貢献されました。特に、平成14年に10名

の茶農家で設立された｢しがの茶園整備新鮮緑クラブ｣で

は、初代会長として組織を牽引し、全国に先駆けて茶園改

植の効率的機械化体系の構築に成功され、県内のみならず近隣府県の茶園改植と品種転換 

に多大な功績を残されました。 

さらに、滋賀県指導農業士として28年間活動され、農業後継者の育成に寄与されるととも

に、滋賀県指導農業士会会長や全国指導農業士連絡協議会副会長などの要職も歴任されま

した。令和元年度には、地域茶業農家で組織する土山町茶業協会の会長に就任され、地域茶

業のまとめ役として活躍されました。 

これら数々の功績が認められ、この度農林水産功労賞を受賞されました。 

 

表彰内容 令和 5 年度滋賀県農林水産表彰 

表彰名 農林水産奨励賞 
甲賀市甲賀町 川村 朝人（かわむら あさと）さん 

 

川村さんは、民間企業に勤務した後、2年間、県立農業

大学校養成科で学び、平成31年に親元就農（屋号：かわむ

らふぁーむ）され、その後、令和5年に経営を継承されま

した。現在、水稲18ha、白ネギ10aで経営されています。 

就農を機に、水稲専業農家であった経営に地域のブラ

ンド白ネギ「忍葱」を経営品目に導入されました。年々面

積を拡大するとともに、技術研鑽に努め、令和3年度には、

生産者でもトップとなる単収10aあたり3t以上を達成す

るなど、忍葱ブランドを牽引されています。水稲についても滋賀県食味コンクールで令和

3年、令和4年の2年連続最優秀賞を受賞するなど高品質な米生産を実現されています。 

地元小学生の農業体験教室の受け入れも行うなど、次世代の担い手育成にも尽力されて

います。 



表彰年月日 表彰名 部門 受賞名 受賞者・受賞組織 市町名

令和5年12月22日
令和5年度

滋賀県農林水産表彰
茶 功労賞 立岡　啓 甲賀市土山町

令和5年12月22日
令和5年度

滋賀県農林水産表彰
野菜･水稲 奨励賞 川村　朝人 甲賀市甲賀町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（せん茶）
農林水産大臣賞 中村　哲三 甲賀市土山町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（せん茶）
近畿農政局長賞 辻本　浩二 甲賀市信楽町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（せん茶）
滋賀県知事賞 北田　一夫 甲賀市信楽町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（せん茶）
滋賀県議会議長賞 片木　寿 甲賀市信楽町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（かぶせ茶）
近畿農政局長賞 大谷　充 甲賀市信楽町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（かぶせ茶）
滋賀県知事賞 片木　享央 甲賀市信楽町

令和5年10月27日 
滋賀県茶業コンクール

第48回荒茶品評会
茶

（かぶせ茶）
（公社）日本茶業中央会長賞 大谷　敬生 甲賀市信楽町

令和6年3月18日 
令和5年度

滋賀県果樹品評会
ぶどう 滋賀県果樹組合連合会長賞

ぐりし～ぬファーム
藤井　治男

甲賀市水口町

令和6年3月22日 
令和5年度

滋賀県花き品評会
その他切花 農林水産大臣賞 林　隆裕 甲賀市土山町

令和6年3月22日 
令和5年度

滋賀県花き品評会
その他切花 近畿花き振興協議会長賞 矢田　寿美代 甲賀市土山町

令和6年3月22日 
令和5年度

滋賀県花き品評会
きく 花卉園芸新聞社長賞 小嶌　信一 甲賀市水口町

令和6年3月22日 
令和5年度

滋賀県花き品評会
きく 滋賀県花き園芸協会長賞 橋本　圭一 甲賀市甲南町

令和5年度　表彰者一覧
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参 考 資 料 











番号 発行日 タイトル

1 4月25日 農家自ら「濁水流出防止」を呼びかける

2 4月25日 「近江の茶」の一番茶シーズンが到来！！

3 5月22日 ナシの予備摘果研修会を開催

4 5月29日 ぶどうの開花期研修会を開催！

5 6月5日 加工業務用タマネギの出荷量向上に向けた支援を行っています！

6 6月8日 「びわほなみ」の研修会を開催！

7 7月10日 果樹の新規栽培者を募る研修会を開催

8 7月18日 大豆栽培研修会を開催！

9 7月31日 施設トマトの栽培研修会を開催しました

10 8月10日 甲賀地域青年農業者クラブが夏祭りに出店！

11 8月10日 イチゴ共同販売意見交換会を開催

12 8月18日 甲賀地域青年農業者プロジェクト活動中間検討会を開催！

13 8月21日 大規模複合経営体でトマトパスタソースの販売開始

14 9月4日 全国茶審査技術競技会福岡大会の県代表選手を決定!!

15 9月6日 高校生が職業選択肢として農業を学ぶ

16 9月8日 甲賀果樹推進3品目の試食販売会を開催！

17 9月20日 花き新規栽培研修会を開催

18 10月30日 「びわほなみ」の播種前研修会を開催！

19 10月31日 高校生が地元の先進農業者の経営について見学！

20 11月24日 特定家畜伝染病に備え対策会議・防疫演習を開催

21 12月15日 ナシのせん定研修会を開催

22 12月18日 甲賀地域青年農業者プロジェクト活動検討会を開催！

23 1月5日 イチゴ共同販売出荷目合わせ会を開催

24 1月22日 高校生が地元就農青年と交流！農業という職業について学ぶ！

(1月末現在)

令和5年度　普及現地情報
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